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 ハマチ鮮度保持試験一(11

 製造・都

 ハマチを主体とするかん水蓄養は逐年上昇の傾向に。あるが,活きを生命とする

 ハマチの場合,鮮度保持の関係から消費地が殆んど九州管内に限定一され・遠隔地

 市場への出荷か困難な状況たある。

 このためいかにして鮮度を棟毒L,有利汰時期た有利な地域ぺ向けて新酵法状態

 干消穀者の手許に射る.か.テ業界の問題となってい㍉
 現在一活魚として出荷される高級魚は一睡にツメ・とい一わ一れる延髄刺殺法によるもあ
 でありIこれによれ一ば硬直前の状一姦をlo～一15時簡保I持でき,昼つ硬車期間を

 豊…3巨艦持するこ・とが可能であるとされている。

 然し同処理法は高度の熟練が必要であり,且つ大量即殺.は実用化の面一で困難さが

 ある。

 そ午で魚の致死方法が魚肉の死後硬直近琴に影響を及ぼすとされているので・本
 県業界で行なっている薗諸法について,致死方法,保管温睦が硬直に考える影響

 を観察し,適正輸送法につき検討した。

実験方一法

1,試料

 鹿児島市磯地先に蓄養の体重1,020～1,吐毛9タ,体長・40オ、{13.6伽・

 体高9・7～1.1.2揃,肥満産15・b～16・字のご・マチを試験前日生費に入れ,
 休一養させた後陸上輸送のうえ供試した』

2,試験区分

    区分致死・案件処・理保'管条件

    ユ水氷Lめ(一0・.5℃)海水敏.用面詰30%添氷室温放置
    2延髄死9rClカ稀森海水1時間一血抜〃
    3〃〃2℃一

    生4〃lo℃

    5水氷しめ(一〇・5℃」三級了ミル了ルコ÷ル1).函講30%添氷室箪放置・



 注1)三級了ミル.了ルゴール.155ppm添加の二n5℃1/2稀釈海水
 2)各区試料は処理後湾曲したい状態でビニール袋に入れ,区分毎の温

 度に保管した。

実験'結.裏

 致死後9℃に冷却した1/2稀釈海水に1時間浸漬・血抜一時たお一ける率体温の変
 化は図'1に示すように刺殺法の巧拙による影響が表われセいる。

 朗ら試験区(3パ勾共延髄刺殺法によった'が.試験区(功=ほ釦殺ネ慣れによるため,血

 抜中に筋肉がけいれんし運動を・繰返した一だあ魚体温が上昇'したと恩おれる。
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経過時間

 図1・血抜時の魚体温変化.

 致死方法,保歳温度が硬直変化に与える影響について経時毎に硬頁指数.

 (4テ㍍1"但〕は刺殺直後の体長'/・の垂れ下1あ長さノ・は経時毎の
 測定値⊃を翠咄定し牟結果を図2一。3,虫,5,むκ示した。



 試環区(1)は本県業者ヵ…現在和っている方法に貝1」1岬昨添加一・…に冷却
 した海水に試料を投入、致死後海水よ一り取り上げ,ポ11工争1ノン袋に入れ頭の部

 分にだけ砕氷を施レ・トロ函に並列・率温(し;5～一7℃)に保管した結果・免時
 間21-5分で硬直開始,?時間3Ω分で硬直撮高を示し更に硬直持続時間2時間を

 もつ下完了ト・以後解硬状態となグ筋剛牝蒋ぴ仲、干し始めむ
 試験直(5)は砕氷を添加,一〇.5℃π冷却した1/2稀釈海水に三短十ミルア!レコー

 ルガ55pPm宰溶1解・試料牢投入・致死後海水.より取g上げ.・(l!に準じ・室温に

 保管した緒央・3時間・O分で硬直開始・9中間喜帖叩直最高を干し・更に
 硬直雫高保持時間・時間1,・分を持続し、一以後癖硬の状酌辿っ午.F
 この両者を比.較すえと硬直開始に要した時間は前渚が延長じている'。が,硬直開始

 後の変化は比較類似した傾向を示した・一方便薗最南保持期問は後者が軍れ年反

 面1坤開始初期手急激な解硬平態を声し㍍
 本試験に使用ふ三輝アミル了=」レコールの使用量が適正を吹いたため・致死に18

 会を干し・狂奔し咋めに硬直・が促進したのてはないかと思われゲ.
 一保管中における外観の変化は硬直最高直前に体表に僅かに黄色・味を帯びた粘質様

 物質が発生,解硬開始前に両睡共白濁ふ表われるにつわ1,粘膜七覆われ解硬が進

 .1・につれ両眼が僅かに陥没の様相章星し㌧
 一試験区(2)は延髄粛j殺後9・8℃(生息海水温12,8℃)に冷却Lた1/2稀釈海氷に

 ・1時間浸漬,血抜予冷後(liに準じ処理,室温一に保管した結果,図4に示すように

 5n分後に硬直開始,・9時間で硬直最高を余し,更に硬直最高保持時間6時間仙

 分をもって硬痘を完了'している;

 琴騎醐は前法に獲じ・郡殺処浮し.・冷蔵庫(・一・℃)に保管し牟緒棄・,図・
 に示すように3時間後.に硬尊開始,5時間55分で硬直最高を示.し.,更に2時間

 5分を持続..して硬夜を完・才している。

 試験区(剣は前法同様刺鉦し.ツヨーケース(8.b}I6.Ω.℃〕た保管,保管中の

 硬直指数の変化は図6,に示すように1時間5舛後に琴直開始・7時間25分後に
 硬直壕高を示し,更に硬直最高保持時間1時間をもつ七硬直を完了している。

 保管中に.紺柵呼質変化は試験酬・)は血抜時の脱血杯分によるた苧か・
 または保管温慶が低温のためか,保管1～2時間経過蒔鰹からの溢血がみられ,

 次第に体表商に拡散・品質低下の様相を呈したが。(勾区は激血現象はみられ杜か
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 図2　硬直指数変化(試験区1〕

硬直指数

保管温度

.中心部温

 図3　硬直指数変化(試聴区5)



図4  硬直指数変化(試験区2）

図5 硬直指数変化(試験区3)



図6硬直指数変'化
 った。

 延飼殺法一り巧拙と保管温産が硬壷に与朱る影響につい千一みると(・〕(副辱は即役不
 慣で血抜中苧肉つけいれんがみらヂ結果としゼ随畔には大差ないが・その
 後の保管温=度に影響され・図5に示すよ川到チは刺殺牽㍗も硬直開始㍗確'
 長される反.田1篇.遼に最高に達している。一

 このこと㍗坤験の目駒とする硬直開始期の苧亭を図るこ半は即般法による影'
 響よりも・その率の保管温度の影響がよ1大きく関係することが窺われる一
 文向区は従1来最も好条件の保管温度と.いあれているが,本試験においてはショー

 ゲニヌ温度㍗のため・底部に水を写り康内1飾状態騎つ叱ためか・試料'は
 常に水蒸気.の坤を1け・硬直最高捧持時間がわずかに・時間程一度を示・∴外観
 品質共に低1下の様相が著し卯九戸
 とのことは;r活亭」の出荷に当って保管温度と竿せて保管湿度の遼平が硬邸始
 期に関係す一ること.を示すものと思われる口

 (割区は他酢対し二虹彩・肉牛共に優れ明らかに品軍の保持が認められた・
 この結果(1)皮即ち砕氷を添加冷却した海水による致死処理が最も硬直開始期を延

 長し,又硬直最高た達する時間は一命海水に麻酔薬を添加,致死一地理がかたち優れ

 ていた。

 通常消蟹市場における商品価値を支配する鮮度を硬直最高直前までとするならば

 試験区(θが優れ,麻酔薬σ〕適正使用量の把握によって更に硬直期の延長を図るこ
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 ξ,秤できると思われ手p.

 1翠.一一..・約1
 致死処理法と保管条件が・、マチら硬直に排石影響に?いて蝉し牟結果

 (い口殺技術の巧拙は血抜時の魚俸の温邸化に関俵し・保管時に抽け・る卵開
 始期に一影響することが認められた。.・・

 (2,保管時における硬直変化は致死方法よりも・むしろ保管渇一度。条件が木きく

 左右すると.思われる。

 臼).保管時の適正温・度保時≒粁適不蝉の保時が硬直事象に影芦す季ことが認
 め三らボ輸送郎ヂけろ融氷水の接触防止のため・体表宇聾覆するこ.岬有効
 .なζξが確認さ㌣た。..

 (勾適正麻酔薬利用に李予処理は保管時の品質宇保持し・且つ硬亭を葎長するこ
 とが認められた。

漁場観測速報(10月分)

養殖部

       浦内水成川輻山       匂観測値別最高.最低最高最低最簡最低
       上23.5122.0624.912孔,0322,no2n.58

       中22.5721.s8宮2.662I.782生9823.曲5

       下十』3'20,2021.9Ω]9.9323.1522.42
       月平均暑2.3921・1523.]521..2024.仙2川一

       士」{」

亨
一



 ○翰内の1o月水温は最高水温の平均が22・39℃。最低水温の平均が2,1.1.5

 ℃で,月間の最高水温は上旬の2吐・5℃,最低水温は下旬.の19・5℃で,月間

 の氷温変化では上旬から中旬にかけ手一時氷温が上昇しておりその後は次第に

 下降している。前月よりも2～呂℃低く壮,り・また前年同期とは大養平たい二
 ○水成川では最高水温の平均卵争・・℃・・雫低水温の平均が・1・ギ、戸
 間の最高水温は上旬の25.3℃で,最低水温は下旬の19.O℃てあつ走。前月

 二1も・キミ・低/なってき下率1・孝た・前年同期よ1も最高で約.・p・最
 低で3.一7℃いずれも低くなっている。

 ○擢山の水温は最高水温の平均が2丑.42℃,最優水温の平均が2冨.13℃。

 月間の最璃水温は上旬の26.0℃,最低水温は下旬の21.8℃で浦内と同様」=

 旬から中旬にかけて水温はやふ.上昇し・その後は頼調沈下降宇たどった。前月
 よりも2℃静后低くなり,また昨年同期よりも1℃余り低く杜っている。

 ○全苧的には湾琴か高く・また降下雛も外海ほど布きい.バた概して昨年よ
 りも低目を示している。

 長崎海洋気象台11月.上旬発表の西日本海況旬報によると,平年に比較して

 全般的に1℃くらい低めとたって誌り,また昨年と比較すると大棚上で。.5℃,

 黒潮域で1℃くらい低く,とくに九州の極海岸近くでは2℃も低.くなってし・る

 場所がみられる。今後の海面水温揖引続いて平年より低めた推移する見。込みで

 あると報じている。



定置観測.(10月分)

養殖部

 ○旬平均水温。比重(昼間満潮時。表面〕

         水一温p比重δ15
         旬.本年副旬差前年同期差一平年差11本年層1』旬差冒1峰同期差一平年差

         よ2'5.36十ヰ暑壬I+n741.十〇一6引2艮6品十〇;06一縦26二b,lo
         中2品.92一.“.一n.28十M・ll品え書4十〇.2i一q,土9
         下2岨刈二阯1一Ω,79_O詞612色.32十〇.48十〇一2-2
         一i..月平均12800.一2521一nnll1-on剛23,96十〇.幅6一n.13

水漏

比..重一

 台風ユ9号
 一会・波

採.苗
(鎚水)

 県外からの移植
 はじまる(出水)



 10月の漁海一況

漁業部

海.況

 細南部外隅鯛での表献郎・{も・.沖市.域や薩南沿葦では曼・・台で
 あ㍗が・g.月下旬岬海峡で…台で咋並一・咋舛㍗戸・台一でi～・℃
 師峠{宇治群亭を中岬し1て南下流がみられ.・屋久島.叩中合では流向
 卜巫・遍,流速川一1、・ノッ1の浮流紬ふ顕郊苧らやれ乍・.

.1漁況.

 旋縄の総水揚量は9月より500率程減少し3・070重でこれはほ.丈昨年並で
 ある。昨年に比べ枕崎港の水揚げIが7nO屯程少ないがこれは薩南域のマ了ジの

 減少であ～逆にサパは・r・竜種多・'ぺ擁域では了.ジ・カ戸ク㍗;それ箏
 200乾,サパが10,O屯挿加しているがムロ了ジがIi,0-O竜程減少している。
 魚輝別にみると・月よ1マて州黄ばい・;Iカタ・クチは舳屯程増カ1したがサバが
 20Ω竜.,ムロアジが10Ω屯程減少している。大川～曄聞沖の豆アジ主体の漁

 は先月より続いているがこれは昨年にみられ恋いご.とである。一カツオー本釣一一・・

 '.製圭」            業種.甑港Lい一隻_了ジサバウルメイワシカタクチイワシその他            隻屯.製圭」隻竜
            大9574書.?286.与143328.8I.3236,nら2.6ち6・549.7

            阿久擢中82405u20m3.57.冒19.o暑.舳冒7.3τ34壬16-o
            小124181.26孔425.65.119.1民?.壬9.4i.58162.B

            旋網小計1冒3&451星.92ブ2.屯4〕,839.生5τ9,o書9・31128.1
            枕崎?9n26.6271.1469.61??.629・778唱1251,?30.7

            .幸夫野6]8箏・915里.816.555.9生.9生.66.9s冒18.?;5
            内之溝703・6吐色.U.1.ヨ?33竃2.4鮎一22・n56.i.52.8

            計3,07n,3..n50-1卵1-8407.?119.238暑.6i76.53199.3
            山川22.12-021.n

            .へ田縄・
            枕崎1.0036?.6279.些3区。1&830.35ぶI岳8.2

            棒受縄阿久摂3712.暑5.o23は31,吝{1.82,3詩63孔、2

            枕崎大.蝸工1章1・119426.O
            小鯛209.666            カヅーオー本釣大・.岬岳68J.711割

            山川
            小1室9230.36里579,7

 _〕.〇二



 犬型船の水揚げは・9一月率り4=。Ωn・竜増加した府卒対D逓。海⑫小型船は逆K40Ω

 兎減少している。1統当りの水揚げは大型船・小型船キ・車.1～2屯減少レ牛。
 昨年に比べると大納の水揚け・は1・・?一晩増セある・が・小型船は・…n竜輝.・
 '1統当・りの・水揚げは大型船2一?竜で昨年並。,小型船浮5・色沌で3屯魯滅つ一で、・1季

 、奮二__一美一.一一塵._一_隻二一、

 奄美の島一島め言葉は1∵・日奉語の=汰かの琉一球方言と言一われるが,今私達が小さ.い

 時から属すさんだ・'.独特ある了一クセンートの書棄も今の小さい島の子供、に・は通じな

 いIところが多い。家にあつ・でとき北ま高言棄で子供に話しかけても唯笑うぱかり

 「母ちやん.今,父ちヤんは何を育つだ」と笑っているガ

 ヌガ1ウラヤ,ナキユン,ワタ又.ヒチナ・。どれは、抗ぜお醜は泣いてニベ・一.る一の

 か一、捻鰻がすい北のか,と言っても物珍しそうに耳を傾けてい一るが,分らぬ・とみ

 えて1無心一に笑つ・ているぺ家内は・.皇言・葉を子供の前で・使うたというが・島人・セあ
 る一以上島書泰も・善通語も使い・こたせることこそ必壌・と思うので,わざと・高言葉で

 子供達一とだ一わ知れ右のである、・今.年4月,盛一太子殿下,I皇太子妃殿下御来・島一の際

 大農の・言葉は一・4やぴやかですねと辛された.と一蘭く。

 靱て・!何自=目一かの一奄美短信一当番がやって来た。・多く・の諸見が・自然条件を記して

 いるので,・島に伝おるむ一かし話でも方言を・ま・じ'えセ・記'して・ろま一し・よう二

 Iし粋みさが一りI石・ヤーか・くれたりいじたり一・

 わ1ん・なちキる親ぬ.い一じらん一がうとま.らしや1・

 むか'しI,一大島らある寂しい漁村た一人の漁,師がい走。妻の亡きあ'とも後妻も

 迎え危いで・遺された∵人娘を可愛いがりつふひたすら生業にいそしん'でいた。

 一周囲の人々'ば・㌧きりに後妻を・迎える一よう恢すふめ・た一が・I彼は子供≡カζ可愛想だから

 一・1.・1一



 一立言ら七う抵すか汰ぶった二凌tい麦貞ぽ甘た盲Iに減1景し親観い一の孝行娘・と評判が

 高くふらた'。あ1乞冒父親Iはい一つも・の如く漁に出てI,娘・は夕飯の用意等す壱'せて・浜
 中㌔出て・父・め帰りを'ま・った・6。だが',.=いくら侍りても来るべき父の㌔舟形は何時迄も
 見えなかつ先;・それ'ぼか・り三か沖・の方からは一二海喰旺する・異様た雲パ岩に・打砕けミる

 しぶきと不気味な・風の音が彼女の下書な予想をそ∫らてたえまなく吹き荒れるの

 みであった。観想いの彼女は,夜半過ぎ迄待ち続けたが海は大時化どたり稲妻の

 光るものすごい光景になつた。村では,娘の父の遭難を知って大.騒ぎとなったが

 暗さと,時化ではどうすることもできず夜のしらむのを待って捜索することに杜

 Iった。嬢はそ.うした村人達の必死の尽力に期待をかけ乍ら狂気のようになって父

 の島の上の安全を祈った。たが一切は絶望に帰した。ヤかで海も何事もなかったよ

 うに静まり・月も先々と輝き浜辺を照らし出し.たのに父の姿は見えたいのである・
 7日7夜の聞、娘は夜な夜な人の寝しずまるのを待って月の光る浜辺へ出て,泣一

 き泣き沖の漁火や礁な眺めて敬いつ∫冷た。切々の情はその歌声を通し村人達の

 ・胸を打つものが・あっ㍍歌の余縄に貰い・泣一きする1人も少な・く・なかg㌔・娘1卒碑々
 一'の想曲の鼻唄を歌いある夜、しゆみさが1り錦を歌ったのである。

 沖、の・かくれ礁狙波の間に婆を・見せるのに,私を生んだ親の姿が'現わ・れないの

 はどうした事だろうか一・(前・記唄・の意〕

 娘は父の弾が・・フカ'の餌食に.でも狂=つだろうと思いつ・工無官識の中に家.に帰.り・
 亡・き母の位糟に近ず・き糠香を冒本立て早.く父が現われ=る.のを祈り麟けたのである。

 そして寝つか一打晦・童.'ふ一又.,浜平え出て・しゆみさ.がり石(潮の.干いた時見える礁の

 ・憲)を歌ったのである・ふと・泣きぬれたひとみに何と矛蝉に.昇るともた・雌'
 .辺に父の亡き骸が打・上げ.ら・れて、下るで.は,ないか。彼女はおどろきの余り・父の磁に

 しがみつき・神様に娘の糞心が通P.・.フーガの解に.ならずにすんだ喜びと.窄きて
 緑1らぬ死え・の悲.し李が半々・して何瞭迄も泣いていた・村人達は。親類.5.娘の信心

 の深さで骸か手元に帰・つ.た不思議な出来事に.碑歎し盛木作村一罪をしたのである、
 一以後・奄美では時化に遭い遭難しかふ?牟・埼等'.・ごのしゆみさがり石を口ずさん
 で難を逃がれる船が多くな・つ・たので=あ苓。島人違は,山。に行付・ぱトウトウカナシ

 (・神。様と.うカ、私を拙守り下さい〕・辛口の・中でつふヤき一,海に行ρて.も何か.心の中
 で祈って・い二る.のである・。・

 1白玉つ歯にしみ1とおる鍬の夜の酒もパ蛇味線片手に一あらん限りの声章張り上げ

・12



 歌う島の古老達の目に光る汝も何かを祈って{・る一のだろうか。・本土の皆・さん,一日
 一目と寒さがつのるものと思いますが御健勝をお祈り致し・ます、

 (Y.一。S一)

業務概 況

 §本場

裏
O

o

o

O

O

O

O

O

 1n月26目～28日

 11月毛目～1冨目

11月5日

 '1月。・リ目～∵日
 11月1先日・㌧19日

 11月151ヨ～16日

 1i月19日～2n日

 I1月26目～27日

 見・エピ分布調1査1(伊座敷沖)かもめ
 海洋観測(さ一つたん)

 鹿児島県沿岸の'壷要魚種の要期予報'

 ヨロワ漁況調査(かもめ〕

 下廉海底調査(か一もめ'・きろなパう一

川内吾智網調査

指定研究中間報告会(金沢市)

 漁具漁法分科会(牛深⊃

.匿二国

*

*

*

*

*

 ノリ関係

 野外人工採苗(l1月砧日∴i君日)

 茅イタミ対策試験(11.月20一)

 冷凍縄による二次芽採當就職(11月目2日一～〕

 でんぷん廃液培養実験(第1回)(1一克一7日～17日)1

 〃〃(.第2回〕(11月25日'～)

一13



 芋剛漁場調査1皐木野市八房)(li帥・日).

 *ノリ養殖辮(羊水)(''卵1ヲ)
 ○ヨソ.ブ関係

 1っ月2き目以降種苗培養中

 ○真鎌漁場観測

 龍ケ水地先において?日毎に継続観測

 ○ポリ・ドラ,フジツボ発生、調査I

 藤ケ水地先で7日毎に採集したプランクトン資料からポリドラ,フジツボの

 幼生数を引続き計数。ポリドラは極めて少なくフジツボが若干増加。

 ○ムラサキイガイ生態調査

 月・回・龍ケ水地先㍗かだに率竿した当年貝を坪取して観察口
 ○アワビ.トコプッ餌料種別飼育試段

 前月に引続き龍ケ水地先で餌料種別飼育試験を継益申である。
 ○アワビ供試用母貝採取

 ・・月I1目～・・目まで勧!誘発実験用禄員を上納内準協地㍗呼別
 採捕し.永訣え運搬した。

 その後・室申水榑肥て産卵誘発雫華中。
 。フジツ岬制就職

 11則・日、づ一・コー/及平パロソ・を真珠貝塗布妄1由貞との1ビ毒締
 だった。

画
 ○ふつお節電熱利用試験(継続⊃

 .Oキンメダイによるヌク1ノオーチド定量予備試験

 ○南方ダコ調味加一丁試験

 酢漬原料1して不遠1される不甲一活用?た卿/ん郷∴
 nかつお節一電化説明会

 1・月・・1熾議室㍗≒枕崎業糸』ふ・廠係1名・鰍名

111∵1㍗.㍗∵つき∵
.^H…・



 一。年州い口永試利用舛.
 .11月色目～5目指宿市におい吃関係塞21名優』腐

 慶大水産学部魎元助教授の助言を得セ活溺な意見交換がな一されれ・

 ○当月の技術相談来訪老25名

O

 クルアェデ人工中合・甲料那
 11月26日から第曼回試験一を実施予定.のため試験準備。

 淡水産スジエビ養成試験

 親エビ、稚エビ養成を前月に引続き実施中。

 生3年度澱粉廃液調査(生物試験・)

 澱粉廃液とコイの丁几Mについて当場内において試験中。

 養殖適地調査(坊,泊,秋日)1Ω月3-1日～l1月1目

 川内川河・口域の水質調査.

 経済企画庁の委託花よ一り実施(11月7目～薯日)

{3年度指定調査研究助成事業

 「急病研究」中間報告会出席(栃木)(〕1月12日…18日)

 §犬島分場

 Qi⑲月,l1月中旬海洋観測・(大島海峡〕

 ○塩検(g',1O月分)

 ○うに製品分析(継続).

 ○マベ室内採苗試験

 7月27日,8月3日。?'1ヨ,9日産卵誘発に依って得られた幼生を室内水

 槽で飼宥の結果,工0月一g目一800ケ、11日7?エケ,1畦目1,979・〃・,16日

 ユ,。49?ケ、一18目1,4.79ケ.91幅1,O03ケ,27日3,268ケ,£9冒也0〕?ケ,

 一I5



 1・辛一三舳・・ケ11川・川・構計・川・ケ帥苧骨㍗海・
 出した。

巫
 一〇青むろ加工試験

 ・月間・むろ節製造の為加工場使用(茂野・・干拓丸.)
 O1工月壬,5日指宿市で開催事.却岸九州」ψ口永試利用部会に出席。
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